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平
成
二
十
三
年
十
二
月
定
例
会 

市
役
所
第
一
庁
舎
及
び
長
野
市
民
会
館
調
査
検
討
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告 

 

十
五
番 
小
林 

義
直
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
か
ら
、
市
役
所
第
一
庁
舎
及
び
長
野
市
民
会
館
調
査
検
討
特
別
委
員
会
の
調
査
検
討
状
況
に
つ

い
て
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

  

市
役
所
第
一
庁
舎
及
び
長
野
市
民
会
館
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
設
計
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
を
進
め
た
結
果
、
代
表
企
業
に
は
株
式
会
社
槇
総
合
計
画
事

務
所
が
選
定
さ
れ
、
ま
た
市
内
企
業
枠
に
長
野
設
計
協
同
組
合
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
共
同
企
業
体

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
を
受
け
、
先
月
両
者
の
共
同
企
業
体
と
契
約
を
締
結
し
、
基
本
設

計
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
建
設
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

  

本
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
な
ど
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ま
ず
初
め
に
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
応
募
時
に
提
出
し
た
技
術
提
案
書
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
つ
い
て
は
、
設
計
者
選
定
の
際
の
提
案
資
料
と
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
さ
れ
て
お
り
、
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
詳
細
は
今
後
の
基
本
設
計
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
が
、
委
員
か
ら
は
、
「
市
民
会
館
は
、
演
奏
者
、
練
習
す
る
人
、
来
場
者
な
ど
施
設

を
利
用
す
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
、
よ
り
機
能
的
な
導
線
及
び
配
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
、

「
大
ホ
ー
ル
及
び
二
つ
の
小
ホ
ー
ル
で
同
時
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
人
が
密
集
す
る
場
合

や
、
有
事
の
際
の
危
機
管
理
を
想
定
す
る
等
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

次
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

庁
舎
及
び
市
民
会
館
の
設
計
や
、
市
民
会
館
の
運
営
管
理
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
専
門
的
な
視

点
か
ら
の
意
見
や
助
言
を
求
め
る
た
め
に
、
「
建
設
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
及
び
「
市
民
会
館

運
営
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
が
年
明
け
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
会

議
に
は
建
築
、
劇
場
、
音
楽
及
び
芸
術
全
般
の
各
分
野
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
の
件
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、
「
運
営
を
見
据
え
て
、
幅
広
い
見
地
を
有
す
る
総
合
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
的
な
人
材
も
招
へ
い
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
、
「
新
市
民
会
館
に
は
文
化
芸
術

振
興
の
拠
点
と
し
て
、
育
む
・
楽
し
む
・
創
る
・
つ
な
ぐ
の
四
つ
の
役
割
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
も
必
要
で
は
な
い
か
。
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 
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次
に
、
合
併
特
例
債
に
関
連
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
現
在
、
国
で
は
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
影
響
に
鑑
み
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
を
全
国
一
律
に

五
年
間
延
長
す
る
法
案
の
成
立
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
法
案
の
趣
旨
か

ら
、
本
市
に
お
い
て
は
合
併
特
例
債
の
活
用
計
画
を
変
更
・
延
長
す
る
よ
う
な
、
特
段
の
事
情
は
な

く
、
両
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
基
本

計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
整
備
を
図
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
今
ま
で
両
施
設
の
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
不
足
の
感
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
市
民
の
中
に
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
基
本
計
画
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
る
。そ
こ
で
、市
は
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
の
延
長
を
申
請
し
、

両
施
設
の
計
画
を
再
検
証
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
説
明
す
る
機
会
を
十
分
確
保
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、
「
確
か
に
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
の
延
長
の
話
は
あ

る
が
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
本
年
三
月
十
一
日
以
降
、
議
会
で
は
、
本
会
議
に
お
い
て
両
施

設
の
基
本
設
計
及
び
旧
市
民
会
館
の
解
体
費
を
含
む
当
初
予
算
を
可
決
し
、
ま
た
両
施
設
の
建
て
替

え
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
を
否
決
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
請
願

を
不
採
択
と
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
両
施
設
に
つ
い
て
は
基
本
計
画
ど
お

り
粛
々
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

最
後
に
、
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

市
民
に
と
っ
て
大
変
関
心
の
あ
る
市
役
所
第
一
庁
舎
及
び
長
野
市
民
会
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
計
画
の
節
目
に
お
い
て
市
民
に
対
し
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 


